
業 務 委 託 契 約 書 

 

 （委託者） 藤枝市 （以下「甲」という。）と（受託者）       （以下

「乙」という。）は、業務の委託に関し、次のとおり契約を締結する。  

 

（委託業務）  

第１条 甲は、次世代モビリティの活用に向けた市民意識醸成業務（以下「委託業

務」という）を、乙に委託し、乙はこれを受託するものとする。  

（契約の履行）  

第２条 甲及び乙は、別添の仕様書に基づいて、この契約を履行しなければならな

い。  

（契約の期間）  

第３条 契約期間は、令和８年９月１６日から令和８年１２月３１日までとする。  

（委託料）  

第４条 甲は、委託業務に係る委託料として            円（うち消

費税額           円を含む）を乙に支払うものとする。  

２ 甲は、前項の委託料を、委託業務履行確認後、乙の適法な請求書の提出があっ

た日から、３０日以内にその指定する口座に振込支払うものとする。  

３ 甲の責に帰すべき事由により、委託料の支払が遅延した場合には、乙は未受領

金額につき、遅延日数に応じて、当該契約締結時における政府契約の支払遅延防

止等に関する法律（昭和 24 年法律第 256 号）第８条第１項の規定に基づき財務

大臣が決定する率（以下「財務大臣が決定する率」という。）を乗じて計算した額

の遅延利息の支払を甲に請求することができる。  

（権利義務の譲渡等の禁止）  

第５条 乙は、甲の承認を得ないで、この契約に係る権利又は義務を他人に譲渡し、

若しくは抵当に供し、又は引受けさせてはならない。  

（受注者の責務）  

第６条 委託業務の履行に当たっては、障害を理由とする差別の解消の推進に関す  

る法律第 10 条第１項の規定に基づく「藤枝市における障害を理由とする差別を  

解消するための職員対応要領」（平成 28 年３月 11 日藤枝市長決定）第２条に規  

定する合理的配慮の提供について留意すること。  

（委任又は下請負の禁止）  

（案）  



第７条 乙は、管理業務の一部を第三者に委託することはできるが、管理業務を一

括して第三者へ委託し、又は請け負わせてはならない。  

 （確約事項）  

第８条 甲に対し、乙又は乙の下請負者（下請負者が数次にわたるときはその全て

を含む。以下同じ。）は、暴力団関係企業等（暴力団又は暴力団員等若しくは暴力

団員等と密接な関係を有する者をいう。以下同じ。）でないことを確約する。  

（契約の解除）  

第９条 甲は、乙が次の各号の一に該当する場合は、この契約を速やかに解除する

ことができる。  

(1) 乙が、この契約を誠実に履行しないとき、又は履行する見込みがないと甲が

認めるとき。  

(2) 乙が、この契約の締結又は履行にあたり、不正な行為をしたとき。  

(3) 乙が、銀行取引を停止されたとき。  

(4) 乙又は乙の下請負者が暴力団関係企業等であることが認められたとき。 

(5) 前各号のほか、この契約の条項又はこれに基づく仕様書に違反したとき。  

２ 乙は、前項の規定により当該契約が解除された場合は、契約解除により甲に対

して生じる通常の直接損害を賠償するものとする。  

３ 甲が、第１項第４号の規定により当該契約を解除した場合には、甲はこれによ

る乙の損害を賠償する責を負わない。  

４ 第１項による契約の解除が月の中途でなされた場合の当該月の委託料の計算は、

第４条第１項の規定による当該年度の委託料から算出した当該月分の委託料を、

当該月の業務に従事すべき日数で除して得た額に、業務に従事した日数を乗じて

得た額（円未満は切り捨て）とする。  

 （不当な介入を受けた場合の措置）  

第１０条 乙は、暴力団関係企業等による不当介入を受けた場合には、断固として

これを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに市への報告及び警察

への通報を行い、捜査上必要な協力をするものとする。  

（損害賠償）  

第１１条 乙は、業務の履行にあたり、市または第三者に対し仕様書に定める範囲

で損害賠償責任を負うものとする。  

（違約金）  



第１２条 乙は、契約の履行遅滞があったときは、遅延日数に応じ、契約金額に財

務大臣が決定する率を乗じて計算した額を違約金として甲に納付しなければなら

ない。  

（業務内容の変更等）  

第１３条 甲は、必要がある場合は、委託業務の内容を変更し、委託業務を一時中

止することができる。この場合において業務委託料、又は履行期限を変更する必

要があるときは、甲、乙協議のうえ、甲の定める様式により変更業務委託契約を

締結するものとする。  

（秘密の保持）  

第１４条 乙は、職務上知り得た秘密を第三者に漏らしてはならない。なお、個人  

情報の取り扱いについては、個人情報取扱特記仕様書による。  

（乙の業務従事者の災害に対する措置）  

第１５条 乙は、委託業務の履行に関し生じた乙の委託業務従事者の災害について

は全責任をもって措置し、甲は何ら責任を負わない。  

（乙の法令上の責任）  

第１６条 乙は、委託業務従事者に係る労働基準法（昭和２ ２年法律第４ ９号）、職業

安定法（昭和２ ２年法律第１ ４ １号）、最低賃金法（昭和３ ４年法律第１ ３ ７号）、労働安

全衛生法（昭和４ ７年法律第５ ７号）、及び雇用保険法（昭和４ ９年法律第１ １ ６号）の

規定及びその他関係する各種法律等による、労務に関する一切の責任を負わなけ

ればならない。  

（負担区分）  

第１７条 委託業務の履行のため、乙が使用する電力、ガス、給水及び電話の料金

の負担は、履行場所における必要最小限度のものについて甲が負担するものとし、

他は乙の負担とする。なお、各業務特記仕様書で負担区分が明記してあるものに

ついては、それぞれの負担区分によるものとする。  

（定めのない事項）  

第１８条 前各条に定めのない事項については、甲乙誠意をもって協議し、決定す

るものとする。ただし、藤枝市財務規則（昭和５ ２年藤枝市規則第１ １号）に定めが

ある事項については、同規則に従うものとする。  

 

この契約の締結の証として、本書２通を作成して甲乙記名捺印の上、各１通を保有



する。  

 

 

令和  年  月  日  

 

   甲 委託者   藤枝市岡出山一丁目１１番１号  

           藤枝市  

           藤枝市長   北 村  正 平  

 

   乙 受託者    

 


